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会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

20262026
会員数 887 名会員数 887 名

77

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（1.0％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要
貸付 限 度 額 2,000万円
返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）
利 率 年2.60％（令和 8 年 7月1日現在）

融 資 対 象
従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

布良の夏

◇小規模事業者持続化補助金
～販路開拓や生産性向上に関する取組みに最大250万円が補助されます～

◇潮流を読む「活発化する地域銀行の統合による再編」
◇トレンド通信「『秘すれば花』では伝わらない時代」
◇中小企業あるある相談室
「外部連携を成功させる『強み』と『線引き』の勘所」
◇日本史のトビラ「豊臣秀長とはどんな人物なのか？」
◇青年部の窓『商売、かじらせていただきます！』

～「けものクン」がつなぐ館山の仕事と人～

◇専門家による経営相談窓口のご案内
～困ったなと思ったら、お気軽にご相談ください～

◇館山市商業協同組合が第40回通常総代会を開催
◇館山市商店会連合会　令和８年度　定時総会

館山商工会議所HP館山商工会議所HP 館山商工会議所館山商工会議所
公式 LINE 始めました！公式 LINE 始めました！



会 議 所 だ よ り
令 和 8 年 7 月 10 日（2）

対象事業者
小規模事業者（法人・個人事業主・一定の要件を満たす特定非営利活動法人）

概要

※インボイス特例⇒免税事業者のうちインボイス発行事業者の登録を受けた事業者
　賃金引上げ特例⇒従業員1人あたりの給与支給総額が年平均3.0％以上増加した事業者

対象経費
機械装置等費、広報費、ウェブサイト関連費、展示会等出展費、旅費、新商品開発費、借料、委託・外注費

対象となる取組みの例

お問合せ先
・日本商工会議所　小規模事業者持続化補助金事務局
　☎03-6634-9307     https://r6.jizokukahojokin.info/                                                                    

・館山商工会議所　中小企業相談所
　☎0470-22-8330

販路開拓や生産性向上に関する取組みに最大250万円が補助されます‼

【活用事例①】
観光ぶどう園を有する喫茶店においてフリーズドライ製品を
販売するため、洗練されたパッケージデザインやリーフレット
を作成。高級スーパー等の新たな販路への商談に活用。　

【活用事例②】
醤油製造業者が、事前のテストマーケティングを実施の上、
新たな原材料に対応した機械装置を導入するなどして、新
商品を開発。海外向け展示会に出展し、新規顧客を獲得。

【第20回公募スケジュール】

公募要領公開： 5月27日（水）
申請受付開始：11月 5日（木）
申請受付締切：12月15日（火）

補 助 率 2/3
補 助 上 限 50万円
イ ン ボ イ ス 特 例 インボイス特例の要件を満たす場合は、上記補助上限額に50万円を上乗せ
賃 金 引 上 げ 特 例 賃金引上げ特例の要件を満たす場合は、上記補助上限額に150万円を上乗せ

商業・サービス業
（宿泊業・娯楽業除く） 常時使用する従業員の数　5人以下

サービス業のうち宿泊業・娯楽業 常時使用する従業員の数　20人以下

製造業その他 常時使用する従業員の数　20人以下

■法　　律	 千葉県産業振興センター

■税　　務	 葛西　　博　先生
	 川名　敏昭　先生

■商標 特許	 神崎　正浩　先生
ご相談のときは事前にご連絡下さい。



会 議 所 だ よ り
（3） 令 和 8 年 7 月 10 日

が
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
「
地
域

金
融
力
の
担
い
手
」
と
し
て
の
役
割

は
果
た
せ
な
い
こ
と
と
な
る
。
地
域

の
急
速
な
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
と
と
も
に
地
域
銀
行
な
ど

の
顧
客
基
盤
＝
事
業
基
盤
が
縮
小

し
て
い
く
中
で
、「
十
分
な
経
営
体

力
・
収
益
基
盤
」
を
確
保
し
、
将

来
に
わ
た
っ
て
役
割
を
果
た
し
て
い

く
こ
と
が
必
須
と
な
る
。
顧
客
基

盤
縮
小
に
加
え
て
、
地
域
銀
行
の

大
小
に
関
係
な
く
、
金
融
サ
ー
ビ
ス

を
安
定
的
に
提
供
す
る
た
め
の
コ
ス

ト
は
増
大
し
て
い
る
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
地
政
学
リ
ス
ク

の
顕
在
化
な
ど
に
よ
る
経
済
・
市
場

の
想
定
外
の
変
動
に
対
応
す
る
リ

ス
ク
管
理
の
強
化
、
急
速
に
高
次
元

化
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
や
マ
ネ
ー
・

ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
へ
の
対
応
な
ど
の
非

常
に
高
度
な
シ
ス
テ
ム
へ
の
継
続
的

な
設
備
投
資
、
高
度
な
専
門
人
材

確
保
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
る
と
、
地
域
銀
行
が
単

独
で
「
地
域
金
融
力
の
担
い
手
」
に

な
れ
る
の
か
と
の
懸
念
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
高
ま
っ
て
お
り
、
地
域
銀
行

の
統
合
に
よ
る
再
編
が
活
発
化
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
「
地
域
金
融
力
強
化
プ
ラ
ン
」
の

一
環
と
し
て
、
す
で
に
26
年
４
月
24

日
に
は
、
改
正
金
融
機
能
強
化
法

　

地
域
銀
行
（
地
域
金
融
機
関
［
注

１
］
の
中
の
地
方
銀
行
と
第
二
地
方

銀
行
）
の
統
合
に
よ
る
再
編
が
活

発
化
し
て
い
る
。
そ
れ
を
間
接
的
に

後
押
し
し
て
い
る
の
が
、
金
融
庁
に

よ
り
２
０
２
５
年
12
月
19
日
に
公

表
さ
れ
た
「
地
域
金
融
力
強
化
プ

ラ
ン
」［
注
２
］
だ
。「
地
域
金
融
力
」

を
十
分
発
揮
で
き
る
経
営
基
盤
強

化
を
主
な
目
的
と
し
た
地
域
金
融

機
関
向
け
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
あ

る
。「
地
域
金
融
力
」
と
は
、「
有
望

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
資
金
供
給
に

と
ど
ま
ら
ず
、
幅
広
い
金
融
仲
介

機
能
を
発
揮
し
な
が
ら
、
地
域
経

済
に
貢
献
す
る
力
」と
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、「
地
域
金
融
力
の
担
い
手
」

と
し
て
の
地
域
銀
行
は
、
そ
の
役
割

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
た
め
の
経

営
基
盤
強
化
を
進
め
て
い
く
必
要

［
注
３
］
が
国
会
で
成
立
し
、
経
営

基
盤
強
化
の
た
め
の
地
域
銀
行
の

統
合
の
動
き
を
後
押
し
す
る
政
策

が
拡
充
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
律
に

よ
り
、
資
本
参
加
制
度
（
＝
地
域

金
融
機
関
な
ど
に
対
し
、
国
（
預

金
保
険
機
構
）
が
公
的
資
金
に
よ

る
資
本
参
加
を
行
う
制
度
）
と
資

金
交
付
制
度
（
＝
合
併
・
経
営
統

合
な
ど
を
実
施
す
る
地
域
金
融
機

関
な
ど
に
対
し
、
国
（
預
金
保
険

機
構
）
が
追
加
的
な
初
期
コ
ス
ト

の
一
部
に
つ
い
て
資
金
交
付
を
行
う

制
度
）
の
期
限
延
長
・
拡
充
な
ど

が
実
施
さ
れ
る
。
両
制
度
と
も
申

請
期
限
は
26
年
３
月
ま
で
で
あ
っ
た

が
、前
者
は「『
当
分
の
間
』に
設
定
」

（
以
下
断
り
書
き
が
な
い
限
り
、
引

用
部
分（「　

」部
分
）の
出
所
は「
金

融
庁
『
金
融
機
能
の
強
化
の
た
め

の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

説
明
資

料
』（
26
年
２
月
）」）
し
、
後
者
は

「『
31
年
３
月
末
』ま
で
延
長
」し
た
。

前
者
は
、
恒
久
化
が
視
野
に
入
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
一
方
、

「
資
本
参
加
先
の
適
切
な
経
営
管
理

な
ど
の
確
保
の
た
め
の
規
定
を
整

備
」
す
る
こ
と
に
加
え
、「
資
本
参

加
先
に
対
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
強

化
（
経
営
管
理
態
勢
や
法
令
等
遵

守
態
勢
な
ど
の
検
証
の
適
時
適
切

な
実
施
な
ど
）」
し
、い
わ
ゆ
る
『
ア

メ
と
ム
チ
』
の
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

後
者
の
期
限
は
、
地
域
銀
行
や
そ
の

親
会
社
の
合
併
な
ど
に
つ
い
て
「
相

乗
効
果
が
期
待
で
き
る
独
占
禁
止

法
の
特
例
法
［
注
４
］
が
30
年
11

月
ま
で
に
廃
止
予
定
」
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
期
限
が
設

定
さ
れ
た
。
容
認
さ
れ
る
地
域
銀

行
の
統
合
の
方
法
と
し
て
「
市
場

で
の
株
式
取
得
に
よ
る
子
会
社
化

を
交
付
対
象
に
追
加
」
し
、
さ
ら

に
「
経
営
統
合
後
の
一
定
期
間
内
の

申
請
を
容
認
」し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
前
提
に
、
統
合
・
合
併

な
ど
を
伴
わ
な
い
中
小
の
地
域
金
融

機
関
な
ど
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
共
同
化

を
支
援
す
る
枠
組
み
を
整
備
し
た
。

申
請
期
限
は
、
設
計
・
開
発
期
間

な
ど
を
考
慮
し
、「
36
年
３
月
末
」

ま
で
と
し
て
い
る
。

　
「
地
域
金
融
力
強
化
プ
ラ
ン
」
で

は
、
顧
客
基
盤
の
縮
小
＝
預
金
減

少
に
よ
り
、「
中
長
期
的
に
経
営
の

選
択
肢
が
狭
ま
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
、
23
年
12

月
以
降
で
は
、
個
人
預
金
量
が
減

少
し
て
い
る
地
域
金
融
機
関
の
数

が
、
増
加
し
て
い
る
地
域
金
融
機
関

の
数
を
上
回
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

地
域
金
融
機
関
の
規
模
（
預
金
量

な
ど
）
と
経
費
率
（
経
費
÷
業
務
粗

利
益
（
事
業
会
社
の
売
り
上
げ
に

相
当
））
の
間
に
は
負
の
相
関
関
係

が
あ
り
、
地
域
金
融
機
関
の
経
営

状
況
は
二
極
化
し
て
い
る
。
前
述
し

た
よ
う
に
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
コ
ス
ト
負
担
が
ま
す
ま
す
増

え
て
い
く
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、

経
費
率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
地
域
銀
行
が
地
域
金
融
力

の
担
い
手
に
な
る
こ
と
は
難
し
い
と

言
え
よ
う
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、

統
合
に
よ
る
地
域
銀
行
再
編
は
今

後
も
続
く
こ
と
に
な
る
と
言
え
る
の

で
は
な
い
か
。（
５
月
20
日
執
筆
）

［
注
１
］ 

特
定
地
域
を
主
要
な
営
業

基
盤
と
す
る
金
融
機
関
で
あ
り
、

地
方
銀
行
、
第
二
地
方
銀
行
、
信

用
金
庫
、
信
用
組
合
、
農
業
協
同

組
合
、
漁
業
協
同
組
合
、
労
働
金

庫
な
ど
を
含
む
。

［
注
２
］ 

金
融
庁
「
地
域
金
融
力
強

化
プ
ラ
ン
」
２
０
２
５
年
12
月
19
日

［
注
３
］ 「
金
融
機
能
の
強
化
の
た
め

の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
は
国
会
で

成
立
し
、
２
０
２
６
年
５
月
７
日
に

公
布
さ
れ
た
。
今
後
３
カ
月
以
内

に
全
面
施
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

［
注
４
］ 

独
禁
法
特
例
法
は
２
０
２

０
年
11
月
27
日
に
施
行
さ
れ
、
２

０
３
０
年
11
月
27
日
ま
で
に
廃
止

さ
れ
る
時
限
立
法
。
内
閣
総
理
大

臣
の
認
可
を
受
け
て
行
う
地
域
銀

行
（
地
方
銀
行
、
第
二
地
方
銀
行
、

埼
玉
り
そ
な
銀
行
を
指
す
）
や
そ

の
親
会
社
の
合
併
な
ど
に
対
し
て
、

一
定
の
場
合
に
独
禁
法
を
適
用
し
な

い
と
い
う
特
例
を
定
め
た
法
律
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、貸
出
市
場
の
シ
ェ

ア
が
合
併
な
ど
の
後
に
一
定
水
準
を

超
え
て
大
き
く
な
る
と
予
想
さ
れ

る
地
域
銀
行
で
も
、
従
来
よ
り
も

容
易
に
合
併
な
ど
を
行
う
こ
と
が

可
能
に
な
る
。

株
式
会
社
大
和
総
研　

金
融
調
査
部

主
席
研
究
員　

内
野　

逸
勢

「
活
発
化
す
る
地
域
銀
行
の
統
合
に
よ
る
再
編
」

潮

流

を

読

む

潮

流

を

読

む
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和
菓
子
の
世
界
で
は
、
知
ら
な

い
人
は
い
な
い
カ
リ
ス
マ
バ
イ

ヤ
ー
と
言
わ
れ
て
い
る
髙
島
屋
の

畑
主
税
（
は
た
・
ち
か
ら
）
さ
ん

の
お
話
を
じ
っ
く
り
伺
う
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
畑
さ
ん
は
全
国
各

地
の
和
菓
子
屋
に
直
接
足
を
運
ん

で
実
際
に
食
べ
て
か
ら
、
仕
入
れ

る
か
ど
う
か
を
決
め
て
い
ま
す
。

そ
の
数
は
２
０
０
０
店
舗
以
上
、

食
べ
た
お
菓
子
は
１
万
個
に
も
及

び
、
場
合
に
よ
っ
て
は
季
節
限
定

の
菓
子
を
確
認
す
る
た
め
に
、
１

年
の
う
ち
に
何
度
も
同
じ
店
を
訪

ね
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

和
菓
子
は
、
地
域
の
歴
史
や
文

化
、
風
土
を
映
し
て
お
り
、
素

材
や
製
造
技
術
も
そ
の
土
地
な
ら

で
は
の
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
地
方
の
特
産
品
の
代
表
と
も

い
え
る
分
野
で
す
が
、
こ
れ
を
東

京
な
ど
の
都
市
部
で
消
費
す
る
た

め
に
は
、
消
費
期
限
・
賞
味
期
限

が
短
す
ぎ
る
と
い
う
課
題
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
茶
道
の
席
で
出
さ

れ
る
上
生
（
じ
ょ
う
な
ま
）
菓
子

の
賞
味
期
限
は
、
製
造
し
た
日
限

り
と
い
う
の
が
普
通
で
す
。
そ
の

た
め
東
京
で
紹
介
す
れ
ば
間
違
い

な
く
売
れ
る
も
の
で
も
、
通
常
の

販
売
ル
ー
ト
で
は
扱
え
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
畑
さ
ん
は
常
識
破
り
の
二
つ

の
方
法
を
始
め
ま
し
た
。
一
つ

は
、
あ
ら
か
じ
め
告
知
を
し
て
お

客
さ
ん
を
確
保
し
た
上
で
、
朝
に

製
造
し
た
も
の
を
新
幹
線
や
飛
行

機
を
使
っ
て
手
で
運
び
、
そ
の
日

の
う
ち
に
売
っ
て
食
べ
て
も
ら
う

方
法
で
す
。
あ
る
意
味
強
引
な
や

り
方
で
す
が
、
と
て
も
人
気
が
出

て
、
京
都
か
ら
の
航
空
便
の
利
用

は
す
っ
か
り
定
着
し
ま
し
た
。
当

初
は
京
都
か
ら
新
幹
線
で
運
ん
で

い
た
そ
う
で
す
が
、
停
車
時
間
が

２
分
し
か
な
く
、
そ
の
間
に
手
持

ち
で
段
ボ
ー
ル
箱
を
い
く
つ
も
持

ち
込
む
の
が
難
し
い
と
い
う
理
由

か
ら
、
そ
の
後
、
一
旦
集
め
た
も

の
を
伊
丹
空
港
か
ら
羽
田
に
運
ぶ

航
空
便
の
利
用
が
定
着
し
ま
し

た
。
交
通
費
な
ど
の
経
費
を
価
格

に
乗
せ
て
も
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ

て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
方
法
は
、
地
方
か

ら
職
人
さ
ん
を
東
京
に
連
れ
て
き

て
、
そ
の
場
で
つ
く
っ
て
も
ら
う

と
い
う
催
事
の
企
画
で
す
。
そ
う

す
れ
ば
、
そ
の
場
で
手
づ
く
り
の

技
や
、
職
人
さ
ん
の
人
柄
な
ど
も

直
接
お
客
さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
ち
ら
も
当
初
は
数

軒
の
和
菓
子
屋
さ
ん
が
参
加
し
た

だ
け
の
催
事
で
し
た
が
、
ど
ん
ど

ん
人
気
が
高
ま
り
、
参
加
す
る
店

舗
や
お
客
さ
ん
も
増
え
て
、
繰
り

返
し
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま

や
海
外
に
も
そ
の
人
気
は
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
タ
イ
の
バ
ン
コ

ク
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
同
様
の
催

事
が
定
期
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
何
軒
か
の

和
菓
子
職
人
が
現
地
に
出
張
し

て
、
そ
の
場
で
和
菓
子
を
つ
く
り

ま
す
。

　

物
と
情
報
が
あ
ふ
れ
、
客
が
購

買
を
決
め
る
判
断
に
か
け
る
時
間

が
と
て
も
短
く
な
っ
て
い
る
現
代

に
お
い
て
は
、
価
値
を
い
か
に
短

時
間
で
お
客
さ
ん
に
伝
え
る
か
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
目
の
前
で
職

人
が
つ
く
る
こ
と
で
、
も
の
づ
く

り
の
丁
寧
さ
や
和
菓
子
の
美
し
さ

が
ど
の
よ
う
に
生
み
出
さ
れ
る
の

か
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
伝
わ
り
ま

す
。
こ
れ
は
お
客
さ
ん
に
と
っ
て

も
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
場
所
で
つ
く
る

と
、
職
人
同
士
、
お
互
い
の
技
術

や
素
材
な
ど
が
他
者
に
分
か
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
か
つ
て
職
人
の
世

界
は
秘
密
主
義
が
強
く
、
こ
う
し

た
交
流
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で

し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
交
流
を

き
っ
か
け
に
新
し
い
商
品
企
画
が

生
ま
れ
、
次
の
時
代
に
和
菓
子
業

界
が
生
き
残
る
た
め
の
つ
な
が
り

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
世
阿
弥
の

言
葉
、「
秘
す
れ
ば
花
」
を
良
し

と
す
る
職
人
の
在
り
方
に
も
、
変

革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
／
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

　

渡
辺　

和
博

「『
秘
す
れ
ば
花
』
で
は
伝
わ
ら
な
い
時
代
」

ト
レ
ン
ド
通
信

ト
レ
ン
ド
通
信
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「
新
し
い
事
業
を
始
め
た
い
が
、

社
内
に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
」「
人
手

不
足
で
、
こ
れ
以
上
仕
事
を
抱
え

切
れ
な
い
」。
経
営
相
談
の
現
場

で
は
、
こ
う
し
た
切
実
な
悩
み
を

伺
う
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。 

経

営
資
源
が
限
ら
れ
る
中
小
企
業
に

と
っ
て
、
全
て
を
自
社
で
完
結
さ

せ
よ
う
と
す
る
の
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
、

外
部
の
力
を
う
ま
く
活
用
し
て
事

業
を
前
進
さ
せ
る
「
外
部
連
携

（
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）」
と

い
う
選
択
肢
で
す
。

　

製
造
工
程
の
一
部
を
協
力
会
社

へ
依
頼
す
る
、
販
売
を
代
理
店
と

組
む
、
Ｉ
Ｔ
開
発
を
専
門
業
者
に

委
託
す
る
な
ど
、
そ
の
形
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
し
か
し
、
い
ざ
連
携

を
始
め
て
み
る
と
「
期
待
し
て
い

た
成
果
が
出
な
い
」「
か
え
っ
て
ト

ラ
ブ
ル
が
増
え
た
」
と
い
っ
た
声

も
耳
に
し
ま
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
単
な
る
「
外
注
」
で
は
な
く
、

将
来
へ
の
有
効
な
「
投
資
」
と
し

て
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
三
つ
の

重
要
な
視
点
が
あ
り
ま
す
。

　

１
・
自
社
の
「
中
核
」
を
見
極

め
る
：
外
部
連
携
の
出
発
点
は
、

自
社
に
足
り
な
い
も
の
を
探
す
前

に
「
自
社
が
ど
こ
で
価
値
を
生
み

出
し
て
い
る
か
」
を
内
省
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。 

独
自
の
技
術
、

長
年
培
っ
た
顧
客
と
の
信
頼
関
係
、

地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、

自
社
の
強
み
を
丁
寧
に
整
理
し
ま

し
ょ
う
。「
自
社
が
担
い
、
守
る
べ

き
コ
ア
」
と
「
外
部
に
任
せ
て
も

よ
い
部
分
」
を
明
確
に
分
け
る
こ

と
が
、
無
理
の
な
い
役
割
分
担
の

第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　

２
・「
信
頼
」
を
「
形
」
に
す
る

ル
ー
ル
づ
く
り
：
中
小
企
業
の
現

場
で
は
「
長
い
付
き
合
い
だ
か
ら

大
丈
夫
」
と
い
う
信
頼
関
係
に
基

づ
き
、
口
約
束
の
ま
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
技

術
情
報
や
顧
客
情
報
を
共
有
す
る

以
上
、
秘
密
保
持
契
約
（
Ｎ
Ｄ
Ａ
）

の
締
結
は
プ
ロ
と
し
て
の
最
低
限

の
ル
ー
ル
で
す
。 

後
の
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぎ
、
健
全
な
協
力
関
係
を
長

期
間
に
わ
た
っ
て
維
持
す
る
た
め

に
は
、
な
あ
な
あ
に
せ
ず
契
約
を

整
備
し
て
お
く
「
情
報
管
理
の
意

識
」
が
、
連
携
の
成
否
を
左
右
し

ま
す
。

　

３
・
責
任
の
所
在
と
利
益
配
分

の
「
線
引
き
」：
実
務
レ
ベ
ル
で
最

も
重
要
な
の
が
、
責
任
範
囲
の
明

確
化
で
す
。「
ど
こ
ま
で
が
自
社
の

責
任
で
、
ど
こ
か
ら
を
相
手
に
任

「
外
部
連
携
を
成
功
さ
せ
る『
強
み
』と『
線
引
き
』の
勘
所
」

せ
る
の
か
」
と
い
う
線
引
き
が
曖

昧
だ
と
、
品
質
問
題
や
納
期
遅
れ

が
発
生
し
た
際
に
、
対
応
が
後
手

に
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
リ

ス
ク
だ
け
で
な
く
「
得
ら
れ
た
利

益
を
ど
う
分
か
ち
合
う
か
」
に
つ

い
て
も
、
事
前
に
合
意
し
て
お
く

こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
双
方
が

納
得
感
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
条

件
の
整
備
が
、
安
定
し
た
持
続
可

能
な
関
係
の
前
提
と
な
り
ま
す
。

　

外
部
連
携
は
、単
な
る「
丸
投
げ
」

で
は
な
く
、
自
社
の
強
み
の
再
確

認
と
そ
れ
を
最
大
限
に
生
か
す
た

め
の
戦
略
的
な
手
段
で
す
。
自
社

の
強
み
を
磨
き
適
切
な
線
引
き
を

行
う
と
い
っ
た
準
備
こ
そ
が
、
外

部
の
力
を
自
社
の
成
長
へ
と
変
え

る
確
か
な
鍵
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

中
小
企
業
診
断
士 

秋
島　
一
雄
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
豊
臣
兄

弟
！
」
が
大
人
気
な
の
で
、
今
回

は
主
人
公
の
豊
臣
秀
長
を
紹
介
し

よ
う
。
秀
長
は
秀
吉
の
３
歳
年
下

の
弟
だ
が
、
青
年
期
ま
で
の
確
か

な
記
録
は
な
い
。
１
５
７
７
（
天

正
５
）
年
、
秀
吉
は
信
長
に
中
国

の
毛
利
氏
攻
め
を
命
じ
ら
れ
る
が
、

こ
れ
以
後
、
秀
長
は
生
涯
、
兄
と

行
動
を
共
に
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
「
本
能
寺
の
変
」
後
、
秀
吉
は

天
下
人
を
目
指
し
た
が
、
翌
年
の

賤
ヶ
岳
の
戦
い
で
弟
の
秀
長
は
、

柴
田
勝
家
軍
の
猛
攻
か
ら
本
陣
を

守
り
抜
い
た
り
、
小
牧
・
長
久
手

の
戦
い
で
織
田
信
雄
の
領
地
・
伊

勢
を
攻
め
立
て
降
伏
に
追
い
込
ん

だ
り
す
る
な
ど
、
兄
の
勝
利
に
大

き
く
貢
献
し
た
。
１
５
８
５
（
天

正
13
）
年
、
秀
吉
は
紀
州
攻
め
を

開
始
す
る
が
、
こ
の
と
き
秀
長
は

最
大
７
千
の
軍
勢
を
率
い
な
が
ら
、

力
攻
め
は
避
け
て
巧
み
な
調
略
で

敵
を
降
伏
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
し

て
紀
州
平
定
後
は
、
和
歌
山
城
を

拠
点
に
紀
伊
・
和
泉
の
２
国
を
支

配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
年
５
月
、
秀
吉
は
四
国
の
長

宗
我
部
元
親
の
討
伐
を
宣
言
し
た

が
、急
病
で
出
陣
が
で
き
な
く
な
っ

た
の
で
、
秀
長
が
総
大
将
と
な
り
、

元
親
を
見
事
降
伏
さ
せ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
功
で
紀
伊
・
和
泉
・
大

和
の
３
国
を
支
配
す
る
豊
臣
一
族

最
大
の
大
名
と
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
軍
事
面
で
多
大
な
貢
献
を
し

た
秀
長
だ
っ
た
が
、
外
交
面
で
も

卓
越
し
た
手
腕
を
発
揮
す
る
。

　

例
え
ば
島
津
氏
に
圧
迫
さ
れ
た

豊
後
の
大
友
宗
麟
が
秀
吉
に
助
け

を
求
め
て
大
坂
城
を
訪
ね
た
時
、

秀
長
は
宗
麟
の
手
を
取
っ
て
屋
敷

に
招
き
入
れ
、「
私
は
こ
の
と
お
り

気
さ
く
な
人
間
な
の
で
安
心
し
て

く
だ
さ
い
。
今
後
は
、
内
々
の
こ

と
は
千
利
休
に
、
公
の
こ
と
は
私

に
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。
悪

い
よ
う
に
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
何

事
も
相
談
を
」
と
安
心
さ
せ
た
の

だ
。
感
激
し
た
宗
麟
は
、
家
臣
た

ち
に
「
秀
長
と
親
密
に
す
る
こ
と

が
重
要
だ
」
と
告
げ
て
い
る
。

　

西
国
の
雄
・
毛
利
輝
元
を
郡
山

城
に
招
い
た
時
も
見
事
な
手
腕
を

見
せ
た
。
輝
元
一
行
が
来
た
と
聞

く
と
、
５
ｋ
ｍ
の
道
の
り
を
た
だ

一
人
馬
に
乗
っ
て
出
迎
え
、
輝
元

と
馬
を
並
べ
て
、
郡
山
城
下
を
案

内
し
、
別
邸
で
大
い
に
歓
待
し
た
。

さ
ら
に
後
日
、
興
福
寺
や
東
大
寺
、

春
日
大
社
な
ど
を
輝
元
と
一
緒
に

巡
り
、
猿
沢
の
池
の
ほ
と
り
に
あ

る
寺
院
で
、
全
て
の
毛
利
家
臣
に

豪
勢
な
食
事
や
酒
を
提
供
し
た
。

し
か
も
こ
の
折
、
秀
長
本
人
が
各

座
敷
に
顔
を
出
し
、酌
を
し
て
回
っ

た
と
い
う
の
だ
。
輝
元
は
大
い
に

満
足
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に

秀
長
は
、
秀
吉
に
引
け
を
取
ら
な

い
『
人
た
ら
し
』
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
秀
長
は
、１
５
８
９
（
天

正
17
）
年
に
重
病
に
か
か
っ
て
し

ま
う
。
翌
１
５
９
０
（
天
正
18
）

年
、
秀
吉
は
関
東
を
平
定
す
べ
く

小
田
原
征
伐
に
向
か
う
が
、
こ
の

折
、
秀
長
は
秀
吉
の
見
送
り
に
も

行
け
な
い
状
態
だ
っ
た
。
一
時
は

回
復
傾
向
を
見
せ
た
も
の
の
病
状

は
悪
化
し
、
同
年
11
月
に
は
歩

く
の
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
り
、
翌

１
５
９
１
（
天
正
19
）
年
正
月
に

51
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

　

秀
長
の
遺
産
は
金
子
（
き
ん
す
）

５
万
６
千
枚
、
銀
子
（
ぎ
ん
す
）

は
２
間
四
方
の
部
屋
に
積
み
上
げ

ら
れ
、
銭
（
銅
銭
）
も
何
万
貫
か

分
か
ら
ぬ
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。

蓄
財
に
も
長
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
ん
な
才
気
に
あ
ふ
れ
た
秀
長

が
長
生
き
し
た
と
し
た
ら
、
豊
臣
政

権
は
長
続
き
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

歴
史
作
家　
　

河
合　

敦

「
豊
臣
秀
長
と
は
ど
ん
な
人
物
な
の
か
？
」
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専門家による経営相談窓口のご案内専門家による経営相談窓口のご案内

　当所では、賃上げ対応や物価高騰、深刻な人手不足、デジタル化の遅れなど、中小・小規模事
業者が直面する構造的な課題に対し、経営相談や各種補助金の申請サポートなどの効果的な支援
を提供するため、専門家による経営相談窓口を開設いたします。
　相談窓口は事前予約制・先着順となっています。予約なしでのご相談はお受けできませんので、
あらかじめご了承ください。

【相談内容】
①賃上げ・最低賃金引上げに関するもの
②省力化・人手不足対応に関するもの
③エネルギー価格・物価の高騰（円安対応・省エネ等含む）への対策、各種支援策等に関するもの
④デジタル化（生成 AI 導入、EC サイトや SNS マーケティング等）に関するもの
⑤インボイス（適格請求書等保存方式）制度に関するもの
⑥電子帳簿保存法に関するもの
⑦米国関税（通商環境の変化への対応）に関するもの
⑧新型コロナウイルスの感染症等の影響等（アフターコロナの経営課題解決等）に関するもの
⑨その他環境変化への対応（事業承継や事業引継ぎを含む）に関するもの

【相談日】応相談
【会場】館山商工会議所または事業所
【相談時間】1 事業所あたり 2 時間以内
【申し込み方法】事前予約制・先着順
【お問合せ】22-8330（館山商工会議所）
※補助金に関するご相談は、上記相談内容に関連するものに限らせていただきます。
※ご相談内容によっては、他の支援機関をご紹介する場合もございます。

～困ったなと思ったら、お気軽にご相談ください～

　

人
口
減
少
や
担
い
手
不
足
が
進

む
中
、
館
山
の
商
売
を
支
え
る
人
、

買
う
人
、
受
け
継
ぐ
人
を
ど
う
つ

な
い
で
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
館
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、
本
年
度

の
テ
ー
マ
「
開
発
か
ら
循
環
へ
」

の
実
践
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
動
画
企

画
『
け
も
の
ク
ン
の
、
会
員
企
業

か
じ
り
歩
き
』
を
始
動
す
る
。

　

狩
猟
・
ジ
ビ
エ
に
精
通
す
る
沖

浩
志
会
長
扮
す
る
「
け
も
の
ク
ン
」

が
会
員
事
業
所
を
訪
ね
、
商
品
や

技
術
、
仕
事
へ
の
思
い
を
楽
し
く

紹
介
す
る
。「
か
じ
る
」
に
は
、
商

品
を
ガ
ブ
ッ
と
か
じ
る
意
味
と
商

売
の
真
髄
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
く

意
味
を
込
め
た
。

　

動
画
を
通
じ
て
事
業
所
の
魅
力

を
発
信
し
、
認
知
度
向
上
や
採
用
、

販
路
開
拓
、
事
業
者
同
士
の
新
た

な
連
携
に
つ
な
げ
た
い
。
館
山
Ｙ

Ｅ
Ｇ
自
ら
が
地
域
へ
出
向
き
、
人

と
仕
事
の
新
し
い
交
わ
り
を
生
み

出
し
て
い
く
。
出
演
や
見
学
、
企

画
協
力
な
ど
、
関
わ
り
方
は
様
々

で
あ
り
、
け
も
の
ク
ン
に
か
じ
っ

て
ほ
し
い
事
業
所
、
そ
し
て
館
山

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
に
興
味
を
お
持
ち

の
皆
様
か
ら
の
声
を
一
同
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
館
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ 

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
】

【
問
合
せ
先
】

佐
伯
（yusaeki56@

yahoo.co.jp

）

井
月
（wadokoro_izuki@yahoo.co.jp

）

㈲
山
口
屋
塗
装
工
業
を
か
じ
る

（
左
：
沖
浩
志
会
長
（
け
も
の
ク
ン
）

右
：
寺
島
泰
山
氏
）

商
売
、か
じ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！

～
「
け
も
の
ク
ン
」が
つ
な
ぐ
館
山
の
仕
事
と
人
～

FacebookYouTube

青

年

部

の

窓
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館
山
市
商
業
協
同
組
合
（
代
表

理
事　

加
藤
克
美
）
で
は
、
５
月

28
日
（
木
）
に
第
40
回
通
常
総
代

会
を
開
催
し
た
。

　

総
代
会
で
は
、
令
和
７
年
度
の

事
業
報
告
・
決
算
報
告
と
、
令
和

８
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）・
収
支

予
算
（
案
）、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
等
の
議
案
が
審
議
さ
れ
た
。

　

商
業
協
同
組
合
は
組
合
員
の
絶

大
な
る
協
力
の
も
と
、
市
内
共
通

商
品
券
の
よ
り
一
層
の
利
便
性
向

上
を
目
指
す
と
共
に
、
大
型
店
や

地
域
外
へ
の
顧
客
流
出
防
止
と
固

定
化
に
よ
り
地
域
商
業
の
活
性
化

に
寄
与
す
べ
く
諸
事
業
を
展
開
し

て
い
る
。

　

令
和
７
年
度
の
事
業
報
告
で
は
、

既
存
商
品
券
の
販
売
・
回
収
実
績

が
報
告
さ
れ
た
。
令
和
８
年
度
事

業
計
画
で
は
、
現
下
の
厳
し
い
経

済
情
勢
か
ら
既
存
商
品
券
の
大
幅

な
売
上
の
増
加
は
難
し
い
が
、「
館

山
く
ら
し
応
援
商
品
券
」
事
業
に

協
力
し
地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄

与
す
べ
く
積
極
的
な
事
業
展
開
で

取
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、
以
下
の
方
々
が

選
任
さ
れ
た
。

【
代
表
理
事
】

加
藤
克
美
（
白
子
屋
酒
店
）

【
副
理
事
長
】

本
橋
亮
一
（
㈲
も
と
は
し
）

秋
山
準
治
（
㈲
秋
山
呉
服
店
）

【
専
務
理
事
】

轡
田
節
一
（
三
条
屋
）

【
理　

事
】

川
名
克
己
（
㈲
ダ
イ
コ
ク
）

角
田
吉
夫
（
㈲
ピ
ー
ス
製
菓
）

熊
澤　

伸
（
㈱
み
く
に
屋
）

山
口
正
治
（
㈲
山
本
商
店
）

渡
邉
茂
也
（
㈲
和
田
屋
商
店
）

望
月　

昇
（
望
月
ス
ポ
ー
ツ
用
具
販
売
㈱
）

鈴
木
大
輔
（
㈱
ま
る
い
）

福
原
健
太
郎
（
末
吉
印
房
）

上
野　

学
（
館
山
商
工
会
議
所
）

【
監　

事
】

山
本
佳
幸
（
学
識
経
験
者
）

館
山
市
商
店
会
連
合
会
（
会
長
：

角
田
吉
夫
）
は
、
６
月
２
日
（
火
）

に
令
和
８
年
度
定
時
総
会
を
開
催

し
た
。

総
会
で
は
、
令
和
７
年
度
の
事

業
報
告
（
案
）・
決
算
報
告
（
案
）、

令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）・

収
支
予
算
（
案
）、
館
山
市
商
店
会

連
合
会
規
約
の
改
正
、
お
よ
び
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
選
任
の
議
案
が

す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

昨
年
度
は
、
令
和
７
年
11
月
１

日
（
土
）
～
11
月
30
日
（
日
）
に
、

従
来
の
６
商
業
会
体
制
と
し
て
は

最
後
と
な
る
「
商
店
街
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
事

業
は
、
連
合
会
に
加
盟
す
る
各
商

店
街
が
緊
密
に
連
携
し
、
住
民
の

皆
様
に
あ
ら
た
め
て
買
い
物
の
楽

し
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
市
街
地
へ
の
集
客
力
を
高

め
、
市
内
商
店
街
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
今
回
は
５
，
０
０
０

枚
の
台
紙
を
発
行
し
、
７
４
８
枚

の
応
募
を
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
ま
で
当
連
合
会
は
６
商
業

会
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
若
者

の
流
出
に
伴
う
少
子
高
齢
化
や
事

業
主
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
に

加
え
、
昨
今
の
物
価
高
騰
の
煽
り

を
受
け
、
令
和
７
年
度
を
も
っ
て

３
商
業
会
が
解
散
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
令
和
８
年

度
か
ら
は
３
商
業
会
で
の
新
た
な

運
営
体
制
と
な
り
、
役
員
構
成
も

大
き
く
刷
新
さ
れ
る
。

今
年
度
、
な
ら
び
に
今
後
の
商

業
者
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
と
予
想
さ
れ
る

が
、
会
員
各
位
の
絶
大
な
る
協
力

の
も
と
、「
お
買
物
は
地
元
商
店
で
」

を
合
言
葉
に
、
時
代
に
即
し
た
持

続
可
能
か
つ
積
極
的
な
事
業
運
営

で
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

総
会
終
了
後
に
開
か
れ
た
懇
談

会
に
は
、
森
市
長
を
は
じ
め
、
千

原
秀
樹
建
設
経
済
部 

部
長
、
鈴
木

茂
行
雇
用
商
工
課 

課
長
、
渡
邊
秀

美
雇
用
商
工
課 

副
課
長
の
皆
様
を

ご
来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
館
山
市
の
経
済
や
、
新

た
な
体
制
と
な
る
商
店
会
連
合
会

の
運
営
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

〈
新
役
員
〉

【
会　

長
】

三
浦　
一
（
六
軒
町
本
通
り
商
業
会

会
長
） 

【
副
会
長
】

波
々
伯
部
真（
長
須
賀
商
業
会
会
長
）

佐
々
木
ま
ゆ
み
（
渚
銀
座
振
興
会

会
長
） 

【
監　

事
】

青
木
啓
明
（
渚
銀
座
振
興
会
会
計
）

上
野　

学
（
館
山
商
工
会
議
所
専

務
理
事
）

館
山
市
商
業
協
同
組
合
が
第
40
回
通
常
総
代
会
を
開
催

～
令
和
７
年
度　
市
内
共
通
商
品
券
の
実
績
等
を
報
告
、

令
和
８
年
度
事
業
計
画
、
役
員
改
選
等
を
審
議
～

館
山
市
商
店
会
連
合
会　
令
和
８
年
度　
定
時
総
会

充実した設備と細かいサービス
大型カラー印刷機完備 !!

お気軽にお問合せください

○チラシ・パンフレット印刷
○オンデマンド印刷
　データ入稿～印刷～製本
○記念誌・自分史・郷土史・写真集・自費出版

　etc…

館山本社・館山工場
館山市山本226　
〒294-0014
TEL.0470-22-2277
FAX.0470-23-2278

千葉支社（経営本部）
千葉市中央区生実町2498-8　
〒260-0813
TEL.043-300-8661
FAX.043-300-8665


